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問題点

線膨張係数αの差

反りによる
残留応力の発生

[1]樹脂金属接合体の接合方法及び樹脂金属接合体，発明者：細井厚志，川田宏之，阿部暉，出願人：学校法人早稲田大学，特許第6809680号，登録日：2020/12/14.
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実験方法
供試体
・アルミニウム合金(圧延納入材)
: A5052-H32

・CFRTP(平織材)
：PA6, PAN系炭素繊維T300

試験方法
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Email: mo2ka_4ma@moegi.waseda.jp

実験結果・まとめ
純モードⅠ層間破壊靭性の取得 ナノ構造の影響

CL-DCB試験は熱残留応力を有する試験片に関して
純モードⅠ層間破壊靭性値を取得する方法として有用.
接合界面にナノ構造を作製することで，樹脂の破壊形態が
延性破壊となり，層間破壊靭性が向上することが確認された．

層間破壊靭性の向上


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4

